
令和２年度以降の保険者間の分析結果の共有について（意見交換） 

 

 国の骨太方針 2019において、保険者へのインセンティブ付与に当たっては、保険者間

でのデータ連携・解析に取り組む保険者を重点的に評価することとされており、国民健康

保険の保険者努力支援制度においても令和 2年度分から評価指標の一つに含まれました。 

 令和２年度以降に、東京都保険者協議会で保険者間の分析結果の共有を行う場合につい

て、意見交換をお願いします。 

 

１ データ分析のテーマ 

 ・医療費分析   

・糖尿病性腎症重症化予防 

・重複頻回 

・受療行動        など 

 

２ 分析対象データ 

・レセプトデータ 

・健診データ 

  

３ 分析対象保険者 

・データ分析部会委員の中からご協力いただける保険者 

・保険者協議会委員を選出している保険者 など 

 

４ 分析方法 

 ・委員が分析結果を持ち寄り 

データ分析部会で条件を設定し、その条件により各委員が分析し、分析結果を部会で

共有又は集計結果の比較 など 

  

５ 個人情報の取扱い 

  

 

【骨太方針２０１９より】 

インセンティブの評価指標（例えば、糖尿病等の重症化予防事業）について、アウトカム指標の割合を計

画的に引き上げていくとともに、引上げスケジュールをあらかじめ明らかにし、保険者等の計画的な取組

を促す。インセンティブ付与に当たっては、健診情報やレセプトを活用した多剤・重複投薬の是正や糖尿

病等の重症化予防、保険者間でのデータ連携・解析等に取り組む保険者を重点的に評価する。 
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